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「（仮称）青森市障がい者の権利に関する条例骨子案」に対する意見募集の結果について 

 

市が実施いたしました「（仮称）青森市障がい者の権利に関する条例骨子案」に対する意見

募集に対し、ご意見をいただき誠にありがとうございました。 

 

１ 意見の募集期間 

平成 28 年 12 月 28 日（水）から平成 29年 1月 27 日（金）まで 

 

２ 意見の募集方法 

公表資料を市ホームページに掲載したほか、青森市健康福祉部障がい者支援課（本庁舎

１階）、市民サロン（本庁舎 1階）、情報公開コーナー（本庁舎 2階）、柳川情報コーナー（柳

川庁舎 1階）、浪岡庁舎閲覧コーナー（1階）、市政情報提供コーナー（アウガ 4階情報プラ

ザ）、各支所（5箇所）、各市民センター（11 箇所）、東岳コミュニティセンター、高田教育

福祉センター、浪岡中央公民館、青森市ふれあいの館、青森市福祉増進センター（しあわ

せプラザ）、青森市総合福祉センター、青森市浪岡総合保健福祉センターに備え付けました。 

また、意見の提出方法は、電子メール、郵送（封書・はがき）、ファックス及び直接持参

のいずれかによることとしました。 

 

３ 提出された意見 

 5 名の方から 27件のご意見をいただきました。 

 意見の内訳は次のとおりです。 

意見の内訳 
骨子に 

反映 

今後 

条例案

に反映 

記述・ 

整理済 

実施段 

階検討 

反映 

困難 
その他 

対 象 

事項外 
計 

前文 0 1 0 0 0 0 0 1 

第１章 総則 2 0 2 0 1 0 0 5 

第 2 章 障がいの
ある人の権利擁護 

1 0 1 1 1 0 0 4 

第３章 共生社会
実現に向けた取組 

1 0 1 4 0 1 0 7 

第４章 障がいに
対する市民の理解 

0 0 0 3 0 0 0 3 

全体 0 2 0 0 0 0 0 2 

その他 0 0 0 0 0 5 0 5 

計 4 3 4 8 2 6 0 27 

 

「骨子に反映」   ・・・骨子に記述の追加等意見の全部又は一部を反映させるもの 

「今後条例案に反映」・・・今後、条例案を作成する段階で記述の追加等意見の全部又は一部

を反映させるもの 

「記述・整理済」  ・・・条例骨子に記述しているもの、市の考え方が整理されているもの 

「実施段階検討」  ・・・今後、条例の実施段階で検討するもの 

「反映困難」    ・・・反映が困難なもの 

「その他」     ・・・上記以外のもの 

「対象事項外」   ・・・条例骨子案以外への意見 

 

資料１ 
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４ 条例案骨子の策定 

   「（仮称）青森市障がい者の権利に関する条例案骨子」は、皆様からいただいたご意見・

ご提案を踏まえ、策定しました。 

 

５ 意見の募集結果と策定した条例案骨子の公表 

「提出された意見の概要と市の考え方」と策定いたしました「（仮称）青森市障がい者

の権利に関する条例案骨子」につきましては、市のホームページに掲載するほか、青森市

健康福祉部障がい者支援課（本庁舎１階）、市民サロン（本庁舎 1 階）、情報公開コーナー

（本庁舎 2 階）、柳川情報コーナー（柳川庁舎 1 階）、浪岡庁舎閲覧コーナー（1 階）、各支

所（5 箇所）、各市民センター（11 箇所）、東岳コミュニティセンター、高田教育福祉セン

ター、浪岡中央公民館、青森市ふれあいの館、青森市福祉増進センター（しあわせプラザ）、

青森市総合福祉センター、青森市浪岡総合保健福祉センターでご覧いただけます。 

 

なお、縦覧期間については、平成 29年 3月 1日（水）から平成 29年 3月 31 日（金）ま

でとなっておりますが、市のホームページでは随時ご覧いただけます。 

 

（公表資料） 

○「（仮称）青森市障がい者の権利に関する条例骨子案」に提出された意見の概要と市の

考え方 

○「青森市障がい者の権利に関する条例案骨子」 

 

６ お問合せ先 

  青森市健康福祉部 障がい者支援課 電話 017-734-2317 
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「（仮称）青森市障がい者の権利に関する条例骨子案」に提出された意見の概要と市の考え方 

○意見数 5 名（27 件） 

Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

1 前文 

『「手話その他の形態の非音声

言語」が含まれるとされたところ

であります。』という記載があり

ますが、曖昧な感じを受けます。

はっきりと決まっているので「含

まれるとあります。」と記載して

ください。 

ご意見につきましては、前文を文章化す

る段階で、参考としてまいります。 

今後条

例案に

反映 

2 
第 1 章 総則 

2 用語の定義 

「ろう者」の定義を定めてほし

い。 

ろう者とは手話言語を主なコ

ミュニケーションの手段として

用いる聴覚障害者をいう。 

市、市民及び民間業者は、「お

し」、「つんぼ」、「手まね」、「さる

まね」と言っている。まだまだ人

種差別、差別言語がある。 

本条例では、様々な障がい及びそれら障

がいのある人に対する市民の理解を深める

必要性から、「障がいのある人」について、

障害者基本法（昭和 45 年法律第 84 号）及

び障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律（平成 25 年法律第 65 号）を基に

定義しており、個別の障がいは定めており

ません。 

反映 

困難 

3 
第 1 章 総則 

2 用語の定義 

身体障がい（視覚障がい・聴覚

障がいを含む）を入れてくださ

い。 

市民及び民間業者が「身体障が

い」というと車いすの人だと思っ

ている。 

本条例では、障害者基本法（昭和 45 年

法律第 84 号）及び障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律（平成 25 年法

律第 65 号）で規定している定義を基に、

障がいのある人について、視覚障がい・聴

覚障がいを含んで定義しております。 

記述・

整理済 

4 
第 1 章 総則 

2 用語の定義 

（4）合理的配慮 

言葉の使いみちに、できるだけ

限りを作らないようにするため

にも、次のように特化してはどう

かと思います。 

「社会的障壁となっている現

状や現行に、善や情理に基づいた

調整・変更を加えること」 

「合理的配慮」につきましては、いろい

ろな定義の仕方がありますが、ご意見を参

考とし、よりわかりやすくなるよう、下記

のとおり修正いたします。 

 

（4）合理的配慮 

・社会的障壁の除去の実施が必要とされて

いる場合で、実施に伴う負担が過重でな

いときに適切な調整及び変更を行うこ

と。 

 ↓ 

・障がいのある人から現に社会的障壁の除

去を必要としている旨の意思の表明があ

った場合において、その実施に伴う負担

が過重でない場合に、当該障がいのある

人の権利利益を侵害することとならない

よう、性別、年齢及び障がいの状態に応

じて講じられるべき措置をいう。 

骨子に

反映 
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Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

5 
第 1 章 総則 

3 基本理念 

「可能な限り」という記載があ

ります。 

理念として弱いので、やらなく

ても良いとも受け取れるので、

「可能な限り」を削除した方が良

い。 

「可能な限り」という語句につきまして

は、最大限の努力をするという意味で用い

たものでありましたが、ご意見を踏まえ下

記のとおり修正いたします。 

 

・障がいのある人が、可能な限り、言語（手

話を含む。）その他の意思疎通のための手

段 

↓ 

・障がいのある人が、言語（手話を含む。）

その他の意思疎通のための手段 

骨子に

反映 

6 

第 1 章 総則 

5 市民等の役

割 

市民及び事業者は、基本理念に

ついて理解を深めるとともに、市

が実施する障がいを理由とする

差別を解消するための施策の推

進に協力するよう努めるとある

が、あくまでも努力することのみ

しか思えない。できれば、協力の

みとならず理解と協力、計画を案

じるという言葉を用いてほしい。 

努める→はかる 

本条例では、前文において記述している

とおり、すべての市民が障がいの有無に関

わらず、誰もが互いを尊重し、支え合い、

地域で安心して暮らしながら、生きがいを

持って参加できる共生社会の実現を目指し

ており、そのための施策を策定し実施する

のは市の責務となりますが、市民等の役割

は市のこれら施策の推進に協力するよう努

めていくことで、ともに共生社会の実現に

向けた責務を担うものであると考えており

ます。 

記述・

整理済 

7 

第 2 章 障がい

のある人の権利

擁護 

第 1 節 障がい

のある人に対す

る差別等の禁止 

2 社会的障壁

の除去のための

合理的配慮 

「合理的配慮」について企業は

“努力義務”となっているが、骨

子案を見ると弱いイメージを持

ってしまう。 

理由は“努力義務”だから企業

としては手話を覚える必要がな

いと思われてしまうからです。 

社会的障壁の除去のための合理的配慮に

ついては、市、市民及び事業者が共に行っ

ていくものであり、本条例では、合理的配

慮の推進のため、合理的配慮をする場面を

より具体的に掲げております。 

また、合理的配慮を行う上では、必要な

意思疎通が図られることを前提としており

ます。 

記述・

整理済 

8 

第 2 章 障がい

のある人の権利

擁護 

第 1 節 障がい

のある人に対す

る差別等の禁止 

2 社会的障壁

の除去のための

合理的配慮 

合理的配慮を実施することは、

大なり小なり負担や負荷がかか

ることですので、過重な負担とな

らないように工夫していくこと

も大切だと思います。「実施が過

重でないとき」を「実施が可能で

あるとき」にしてはと思います。 

障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律（平成 25 年法律第 65 号）におい

ては、「行政機関等は、その事務又は事業を

行うに当たり、障害者から現に社会的障壁

の除去を必要としている旨の意思の表明が

あった場合において、その実施に伴う負担

が過重でないときは、障害者の権利利益を

侵害することとならないよう、当該障害者

の性別、年齢及び障害の状態に応じて、社

会的障壁の除去の実施について必要かつ合

理的な配慮をしなければならない。」とされ

ていることから、原案のとおりといたしま

す。 

反映 

困難 
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Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

9 

第 2 章 障がい

のある人の権利

擁護 

第 1 節 障がい

のある人に対す

る差別等の禁止 

2 社会的障壁

の除去のための

合理的配慮 

病院や銀行などで名前を呼ば

れる場合の保障について、おそら

く第 2 章第 2 項（11）に含まれ

ると思うが、それでは分かりづら

い。手話通訳者を同行しない場

合、ある病院では、通常は番号で

呼んでいるにもかかわらず、耳が

聞こえない人だけ名前で呼んだ

りする。そういった状況があると

いうことを、文章を読んでイメー

ジできるようにするため、具体的

に書いてほしい。 

合理的配慮を行う場面における障がいの

特性に応じた具体的な対応の方法等につき

ましては、今後、条例の周知啓発をしてい

く際などの実施段階において、ご意見を参

考としてまいります。 

実施段

階検討 

10 

第 2 章 障がい

のある人の権利

擁護 

第 1 節 障がい

のある人に対す

る差別等の禁止 

2 社会的障壁

の除去のための

合理的配慮 

持病などの発作が出た時に対

応できるよう、第2章第2項（10）

災害時～について、緊急時の場合

も入れてほしい。 

第 3 章共生社会実現に向けた取組におい

て、災害時等の情報の確保では「緊急時」

を想定しており、これらとの整合性を図る

ため、ご意見を踏まえ下記のとおり修正い

たします。 

 

・災害時に支援する場合 

 ↓ 

・災害時及び緊急時に援護を行う場合 

骨子に

反映 

11 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 1 節 情報の

取得及び意思疎

通 

「意思疎通等の手段の普及」、

「意思疎通支援者の養成等」、「必

要な取組に努めるものとしま

す。」という記載がありますが、

手話奉仕員養成、手話通訳者養成

事業をしているので、「必要な取

組を推進するものとします。」と

記載した方が良い。 

第 3 章共生社会実現に向けた取組につき

ましては、市として取組の姿勢を示すもの

であることから、ご意見を踏まえ下記のと

おり修正いたします。 

 

3 意思疎通等の手段の普及 

・点字、平易な表現等の障がいの特性に応

じた多様な意思疎通手段が普及するよう

必要な取組に努めるものとします。 

 ↓ 

・点字、平易な表現等の障がいの特性に応

じた多様な意思疎通手段の普及を図るも

のとします。 

 

・手話が言語であるとの認識に基づき、手

話の理解及び普及の促進を図るために必

要な取組に努めるものとします。 

 ↓ 

・手話が言語であるとの認識に基づき、手

話に対する理解の促進及び普及を図るも

のとします。 

 

骨子に

反映 
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Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

4 意思疎通支援者の養成等 

・点字、手話通訳その他の方法により障が

いのある人の情報の取得及び意思疎通を

支援する者の養成及び技術の向上のため

に必要な取組に努めるものとします。 

 ↓ 

・点字、手話通訳その他の方法により障が

いのある人の情報の取得及び意思疎通を

支援する者の養成並びに技術の向上のた

めに必要な取組を行うものとします。 

12 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 1 節 情報の

取得及び意思疎

通 

手話が言語であるとの認識に

基づき、手話の理解及び手話の普

及の促進を図るため、「手話を学

ぶ機会の拡大」、「学校等における

手話の普及」について具体的に追

加してほしい。例えば、幼児、児

童、生徒、学生、市民、障がいの

市民等向け手話講座。 

手話の理解及び普及促進を図るための具

体的な取組につきましては、条例の実施段

階で検討してまいります。 

実施段

階検討 

13 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 1 節 情報の

取得及び意思疎

通 

夜間の手話通訳者派遣につい

てどのように考えているのか教

えてほしい。 

例えば交通事故にあった時や

家族に不幸があった時、そのほ

か、財布や鍵を落とした際など、

警察等とのやり取りにどうして

も手話通訳者は必要である。 

24 時間体制で手話通訳者を派

遣するのは難しいと思うが、条例

のうち、第 2 章第 2 項（11）ま

たは第 3 章の共生社会実現に向

けた取組の中に当てはまるよう

に思うので、夜間緊急時の手話通

訳者派遣は実施してほしい。 

夜間の手話通訳者派遣など個別の事務・

事業につきましては、条例の実施段階で検

討してまいります。 

実施段

階検討 

14 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 1 節 情報の

取得及び意思疎

通 

骨子案だけでは耳が聞こえな

い人に関する内容がどこにある

のか分かりづらいため、具体的な

内容を入れてほしい。 

ご意見の内容につきましては、第３章共

生社会実現に向けた取組の中の「第１節 

情報の取得及び意思疎通」の中で整理して

おります。なお、具体的な取組につきまし

ては、実施段階で検討してまいります。 

記述・

整理済 
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Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

15 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 1 節 情報の

取得及び意思疎

通 

耳が聞こえない人に対する偏

見をなくすため、教育について、

幼児から「手話で学ぶ」「手話を

学ぶ」「手話を教える」環境を作

るという項目も条例に入れてほ

しい。 

手話の理解及び普及促進を図るための具

体的な取組につきましては、条例の実施段

階で検討してまいります。 

実施段

階検討 

16 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 1 節 情報の

取得及び意思疎

通 

実際に全国でも実施している

ところがあるので、青森市でも手

話で語る絵本を DVD にして、幼

稚園や保育園の頃から教育の一

環として使用できるようにした

い。 

手話の理解及び普及促進を図るための具

体的な取組につきましては、条例の実施段

階で検討してまいります。 

実施段

階検討 

17 

第 3 章 共生社

会実現に向けた

取組 

第 2 節 自立と

社会参加  

移動手段の確保の必要性、障が

いのある人の就労及び雇用等へ

の支援について規定。 

→雇用等⇒雇用、子育てに優し

い青森市 

青森市子どもの権利条約、安心

して生きる権利に性別、国籍、障

害などを理由に、いかなる差別も

受けないことと記載されている

が、逆に子育てや家庭を持つ障害

者もいる。そうでもない障害者も

いる。しかし、その言葉の記載が

ないと保障されないと考えられ

るため、記載必須ではないか。 

障がいのある人の子育てへの支援につき

ましては、「青森市子ども総合プラン」にお

いて、障がいのある人やその家族のニーズ

に応じたきめ細かなサービスの提供に努め

ることとしております。 

また、本条例では、合理的配慮を行う場

面を具体的に掲げており、これらの場面に

おいて、障がいのある人の子育てに必要な

配慮をしてまいります。 

その他 

18 

第 4 章 障がい

に対する市民の

理解促進 

1 広報及び啓

発の推進 

市からの情報を『広報あおも

り』にだけ載せるのでは情報が得

られない。青森市のホームページ

や、新聞・ラジオなどで情報を発

信して、市民に普及していかない

と、私たちも企業で呼びかけづら

い場合もある。そのことを考えて

ほしい。 

第 4 章第 2 項に障がいのある

人とない人の交流の推進につい

て載せているのであれば、具体的

にどういった方法で推進してい

こうと考えているのか教えてほ

しいため。 

本条例につきましては、市ホームページ

への掲載等市の広報媒体を活用するほか、

パンフレット等を作成するなど、障がいの

ある人もない人も市民誰もがわかりやすい

周知啓発に努めてまいります。 

また、障がいのある人とない人の交流の

推進についての具体的な取組につきまして

は、実施段階で検討してまいります。 

実施段

階検討 



8 

Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

19 

第 4 章 障がい

に対する市民の

理解促進 

1 広報及び啓

発の推進 

ジム通い、パソコン教室など趣

味で習い事をやるにあたり、手話

通訳者を同行して行った場合、手

話通訳者もお金を払って参加し

てほしいという例がある。経営者

やスタッフなどに手話通訳者は

どういう立場なのかを理解して

もらうために、条例があることを

理解してもらわないといけない

が、市のほうではどう考えている

のか教えてほしい。 

本条例につきましては、市ホームページ

への掲載等市の広報媒体を活用するほか、

パンフレット等を作成するなど、障がいの

ある人もない人も市民誰もがわかりやすい

周知啓発に努めてまいります。 

実施段

階検討 

20 

第 4 章 障がい

に対する市民の

理解促進 

1 広報及び啓

発の推進 

幼児・小学生だけでなく、重複

障害者、発達障害者も条例を理解

できれば、安心して生活できると

思う。そのために、明石市の手話

言語・障害者コミュニケーション

条例の『分かりやすい版』のよう

なイラストのついたパンフレッ

トがあれば良いのではないか。 

本条例が子どもたちにも、また障がいの

ある人もない人も市民誰にでもわかりやす

く伝えられるようなパンフレット等につき

ましては、周知啓発の際にご意見を参考と

してまいります。 

実施段

階検討 

21 全体 

骨子案を読んだが、難しい言葉

ばかりで意味がわからない。もっ

と分かりやすい文章にしてほし

い。 

条例案を作成する段階で、わかりやすい

表現や文章となるよう努めてまいります。 

今後条

例案に

反映 

22 全体 

難しい用語などがあり、文章を

読んでも意味が分からないため、

分かりやすい文章にしてほしい。 

条例案を作成する段階で、わかりやすい

表現や文章となるよう努めてまいります。 

今後条

例案に

反映 

23 その他 

国の法律である障害者差別解

消法は「障害者」。「障がい者」と

記載されたのは何故ですか。「障

がい者」の表現に基準があります

か。 

本市では、障害の害の字の否定的なイメ

ージから受ける差別感や不快感を考慮し、

平成 26 年 4 月から、法律名や法令名、固

有名詞を除き、原則、人や人の状態を表す

場合に害の字をひらがなで表記しておりま

す。 

その他 
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Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

24 その他 

障がい者枠の中に入れると耳

が聞こえない人に対しての内容

が見えなくなり、分かりづらいた

め、単独で青森市手話言語条例を

制定してほしい。 

本市においては、青森市健康福祉審議会

障がい者福祉専門分科会の委員の意見をい

ただきながら、条例制定の趣旨や基本的な

考え方などを整理し、障がいの特性に対応

した個別の条例ではなく、様々な障がいを

含め、これら障がいのある人の権利に関す

る総合的な条例を制定するとしたところで

あります。 

本条例の策定に当たっては、共生社会の

実現に向けた市民の相互理解と障がいのあ

る人の権利擁護に関する総合的な条例を目

指し、関係団体等の意見を踏まえながら、

他市で制定されている手話言語条例に規定

されている内容等も網羅した内容としてお

ります。 

その他 

25 その他 

ろうあ者の生活とろうあ者の

人権を守るのは、障害者権利条例

が必要ですが、手話言語は別で

す。ろうあ者の生活の中に手話言

語によるコミュニケーションを

使っているので、当然、手話言語

条例が必要です。 

理由は、差別言語があります。

手話言語によるコミュニケーシ

ョンが難しいので聞こえる人と

の人間関係が作りにくい。 

本市においては、青森市健康福祉審議会

障がい者福祉専門分科会の委員の意見をい

ただきながら、条例制定の趣旨や基本的な

考え方などを整理し、障がいの特性に対応

した個別の条例ではなく、様々な障がいを

含め、これら障がいのある人の権利に関す

る総合的な条例を制定するとしたところで

あります。 

本条例の策定に当たっては、共生社会の

実現に向けた市民の相互理解と障がいのあ

る人の権利擁護に関する総合的な条例を目

指し、関係団体等の意見を踏まえながら、

他市で制定されている手話言語条例に規定

されている内容等も網羅した内容としてお

ります。 

その他 
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Ｎｏ 項目 ご意見の概要 市の考え方 
反映 

状況 

26 その他 

骨子案を見ると手話言語に関

しても「紹介」みたいに触れただ

けに受け取れます。ろうあ者に

は、「手話言語条例」が重要です。 

そのためには下記の３つをき

ちんと内容に盛り込んでほしい。 

・一般市民と同じように接して

ほしい。 

・市に対して手話ができる職員

を増やしてほしい。 

・市民と民間業者は、手話言語の

理解と手話言語を普及し、学ぶ

機会を拡大してほしい。 

本市においては、青森市健康福祉審議会

障がい者福祉専門分科会の委員の意見をい

ただきながら、条例制定の趣旨や基本的な

考え方などを整理し、障がいの特性に対応

した個別の条例ではなく、様々な障がいを

含め、これら障がいのある人の権利に関す

る総合的な条例を制定するとしたところで

あります。 

本条例の策定に当たっては、共生社会の

実現に向けた市民の相互理解と障がいのあ

る人の権利擁護に関する総合的な条例を目

指し、関係団体等の意見を踏まえながら、

他市で制定されている手話言語条例に規定

されている内容等も網羅した内容としてお

ります。 

ご意見いただきました 3 つの内容につき

ましても、基本理念や共生社会実現に向け

た取組等に含まれているものと考えており

ます。 

その他 

27 その他 

青森市障がい者の権利に関す

る条例骨子案の内容は、障がい者

差別解消が目的でしょうが、手話

言語については具体的な表現が

ない。 

これまで「福祉」の中でのみ語

られてきた手話を福祉という扱

いではなく「手話言語」として扱

う条例制定の動きですから、「青

森市手話言語の権利に関する条

例」を実現してください。みんな

が待っています。 

本市においては、青森市健康福祉審議会

障がい者福祉専門分科会の委員の意見をい

ただきながら、条例制定の趣旨や基本的な

考え方などを整理し、障がいの特性に対応

した個別の条例ではなく、様々な障がいを

含め、これら障がいのある人の権利に関す

る総合的な条例を制定するとしたところで

あります。 

本条例の策定に当たっては、共生社会の

実現に向けた市民の相互理解と障がいのあ

る人の権利擁護に関する総合的な条例を目

指し、関係団体等の意見を踏まえながら、

他市で制定されている手話言語条例に規定

されている内容等も網羅した内容としてお

ります。 

その他 

 


